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が明らかである。新生児死亡率（出生千対）は 77.9（1899 年）から 1.0（2012
年）へ、乳児死亡率（出生千対）は 153.8（1899 年）から 2.2（2012 年）へと、
いずれも激減した8。加えて、2011 年の男性の平均寿命は 79.44 年、女性の平
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